
令和2年11月 ④

副 島 慶 輝 副 島 慶 輝

2020年11月１日現在

人工ペースメーカー外来
リウマチ外来
不妊症外来
難聴 ・ 補聴器外来
ペインクリニック
禁煙外来
頭痛外来
スポーツ外来
膝関節外来
健康診断（予約制）
機能的脳神経外科
手の外科
骨軟部腫瘍
パーキンソン病
セカンドオピニオン外来

総合診療

内　 科

精神科（予約制）

糖尿病・血液内科

歯科口腔外科（予約制）

女性総合診療(予約制)

乳腺外科

循環器内科

呼吸器内科

脳神経内科

脳神経外科
機能的脳神経外科（毎月最終月曜日（予約制））

消化器内科

外科
消化器外科
内視鏡外科

呼吸器外科

肝臓内科
心臓血管外科

腫瘍内科【Q2】

放射線治療科【Ｈ２】

麻酔科・ペインクリニック

整形外科

リウマチ科

皮膚科

形成外科

泌尿器科

眼科

耳鼻いんこう科

リハビリテーション科
透析センター

小児科

産婦人科

救命救急センターＥＲ２４
生活習慣病センター

板 敷 康 隆

早 野 智 子

（午後外来は予約制）

近 藤 潤 也

近 藤 潤 也

内 本 亮 吾
藤 田 文 彦

峯 　 孝 友
栗山龍太郎
篠 原 道 雄
峯 　 孝 友

村 上 直 子
田 原 晋 作

担 当 医
鄭 　 泰 秀
牧 　 隆 司

林 　 公 一

松井久未子 松井久未子（再来のみ）鶴 　 政 俊

板 敷 康 隆

大 谷 　 望
古 谷 雄 司

大 谷 　 望

田中信一郎

安 部 俊 弘

北 原 正 博
佐 伯 晋 吾

安 部 俊 弘

坂 口 栄 樹

内 本 亮 吾
藤 田 文 彦

伊原公一郎
富 永 康 弘

鄭 　 泰 秀 德 永 貴 範

星 文子（非）

担 当 医
鄭 　 泰 秀
牧 　 隆 司

林 　 公 一

板 敷 康 隆

早 野 智 子
大 谷 　 望大 谷 　 望
頴原　隆（非）

田中信一郎

坂 本 和 彦

近 藤 潤 也 矢 原 　 昇

田 和 聖 子
藤 田 文 彦

河 村 洋 行
栗山龍太郎

鄭 　 泰 秀

村 上 直 子

学 童 外 来
担 当 医
鄭 　 泰 秀
牧 　 隆 司

齊藤剛（非）
（林　公一）（新患受付） （再　診） （再　診） （再　診）

若 林 祐 介 若 林 祐 介
鶴政俊（再来のみ）
德永　舞子
　板 敷 康 隆

長島由紀子

古 谷 雄 司

加藤香織（非） 生嶋一成（非）
佐 野 宏 徳
田 﨑 彩 子

田 﨑 彩 子

矢 原 　 昇

林 　 弘 人
北 原 正 博

矢 原 　 昇 坂 本 和 彦

坂 口 栄 樹
村 上 雅 憲 村 上 雅 憲

内 本 亮 吾
藤 田 文 彦

峯 　 孝 友
富 永 康 弘

峯 　 孝 友
德 永 貴 範
鄭 　 泰 秀

田 原 晋 作 田 原 晋 作

担 当 医
鄭 　 泰 秀
牧 　 隆 司

林 　 公 一

担 当 医
担 当 医 担 当 医

担 当 医
担 当 医

担 当 医 担 当 医担 当 医
担 当 医 担 当 医

若 林 祐 介 若 林 祐 介 若 林 祐 介
鶴 　 政 俊

板 敷 康 隆

早 野 智 子
古 谷 雄 司
早 野 智 子

田中信一郎
田﨑　彩子 田中信一郎 田中信一郎

田 﨑 彩 子
佐 野 宏 徳
　

佐 野 宏 徳
　田 﨑 彩 子

山 下 勝 弘
藤岡裕士（非）

山 下 勝 弘

吉 野 茂 文

坂 本 和 彦
佐 伯 晋 吾

原 野 　 恵
中 村 克 彦

坂 口 栄 樹
千 原 大 典

柳 井 秀 雄
中 村 克 彦

坂 口 栄 樹原 野 　 恵
千 原 大 典

吉 野 茂 文
長島由紀子 長島由紀子長島由紀子長島由紀子

河 村 光 俊
佃 　 利 信

河 村 光 俊
佃 　 利 信

河 村 光 俊
佃 　 利 信

河 村 光 俊
佃 　 利 信
（再診のみ）

河 村 光 俊
佃 　 利 信

河 村 光 俊
佃 　 利 信

河 村 光 俊
佃 　 利 信

河 村 光 俊
佃 　 利 信

河 村 光 俊
佃 　 利 信
（再診のみ）

河 村 光 俊
佃 　 利 信

内 本 亮 吾
田 和 聖 子

伊原公一郎
河 村 洋 行
篠 原 道 雄

鄭 　 泰 秀
德 永 貴 範 德 永 貴 範 德 永 貴 範

村 上 直 子
星 文子（非）

担 当 医
鄭 　 泰 秀
牧 　 隆 司

牧 　 隆 司牧 　 隆 司牧 　 隆 司牧 　 隆 司

高須啓之（非）

牧 　 隆 司

林 　 公 一

担 当 医

下村尚子（非）
（予約のみ）

杉本紘子（非）
（予約のみ）

松 本 裕 美 松 本 裕 美 松 本 裕 美
担 当 医
平 岡 興 三 平 岡 興 三

担 当 医 担 当 医 担 当 医

午前

午後 第1・3・5
第2・4
午前

午前

午前

午後

午後

午前

午前

午前（再来）

午前

　　（新来）

（新来）
（再来）

（再来）

午前

午前

午後

午前

午前
午前

午前

午前

午後

午前

午前

午前

午前

午前

午後（入院）

午前

午前

午後
午前

午前
午後

午前

24時間
午前

総合診療
【Ｇ２】

女性総合診療【Ｈ２】

循環器病
総合診療
【Ｇ２】

がん
消化器・肝臓病
総合診療
【Ｇ５】

長寿医療
総合診療
【Ｇ１】

透析センター【Ｇ８】

生活習慣病センター【Ｈ３】

成育医療
総合診療
【Ｇ３】

救命救急センター【ＥＲ】

特殊外来  ※要予約診 療 科 名 月 火 水 木 金グループ名

心理カウンセリング（予約制）

　　（新来）
　　（再来）

（10時から） （10時から）
鄭 　 泰 秀
（10時から）（10時から） （10時から）

（11時以降予約のみ）

（受付時間11時まで）

（10時以降予約のみ） （10時以降予約のみ）（10時以降予約のみ）

午前

（　　）午前

　　（再来）午後

佐 藤 　 穣 佐 藤 　 穣 佐 藤 　 穣佐藤　穣
大谷　望

古谷　雄司
佐藤　穣

第1・3・5
第2・4

第1・3
第2・4・5

臼 井 麻 子
黒 木 浩 子

臼 井 麻 子
黒 木 浩 子

臼 井 麻 子
黒 木 浩 子

臼 井 麻 子
黒 木 浩 子

臼 井 麻 子
黒 木 浩 子

花香哲也（非）

小 林 　 博
小林かおり

小 林 　 博
小林かおり

小林 博（予約のみ）
小林かおり

小林 博（予約のみ）
小林かおり

小 林 　 博
小林かおり

外来診療担当医一覧表

予約
新患

診療受付時間 ： 午前8：30～11：30
　　　　　　   午後（各診療科外来にお問い合わせください）
※休診日：土曜日・日曜日・祝祭日・年末年始（12/29～1/3）※臨時休診は各外来窓口に表示

〒752-8510　下関市長府外浦町1番1号

国立病院機構 関門医療センター
★地域連携室の直通 TEL 083 -241-1191

FAX 083 - 241-1302
★代表

★透析センター 

TEL 083 - 241-1199
FAX 083 - 241-1301
FAX 083 - 241-1308

https://kanmon.hosp.go.jp/

仕上がりサイズ：A3（420×297ミリ）

215号

令和2年11月

下関市長府外浦町1番1号 発行責任者 /病院長 林　弘人 アートネクスト

①

Speed
Standard&Safety

Smile

治
験
管
理
室
の
取
り
組
み

　

私
た
ち
は
、ケ
ガ
や
病
気
に

な
っ
た
と
き
に
治
療
の
た
め
に

「
く
す
り
」を
服
用
し
て
い
ま
す
。

こ
の「
く
す
り
」が
世
の
中
に

出
て
く
る
た
め
に
は
、最
初
に

「
く
す
り
の
候
補
」と
な
る
化
合

物
の
性
質
や
、動
物
で
ど
の
よ
う

な
作
用
が
あ
る
か
調
べ
ま
す
。

そ
し
て
最
終
的
に
は
、健
康
な
人

や
一
部
の
患
者
さ
ん
の
協
力
を

得
て
、人
の
病
気
の
治
療
に
役
立

つ
か
ど
う
か
を
確
か
め
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、健
康
な
人
や

患
者
さ
ん
に「
く
す
り
の
候
補
」

を
実
際
に
使
っ
て
い
た
だ
い
て
、

人
で
の
効
き
目（
有
効
性
）や

副
作
用（
安
全
性
）に
つ
い
て
調

べ
て
、国（
厚
生
労
働
省
）か
ら

「
く
す
り
」と
し
て
承
認
を
受
け

る
た
め
に
行
う
臨
床
試
験
の

こ
と
を「
治
験
」と
い
い
、治
験
で

使
わ
れ
る「
く
す
り
の
候
補
」を

「
治
験
薬
」と
い
い
ま
す
。治
験
は

臨
床
研
究
の
１
つ
で
す
の
で
、

通
常
の
医
療
と
は
異
な
り
、

研
究
的
な
側
面
が
あ
る
た
め
、

細
心
の
注
意
を
払
い
な
が
ら

進
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、治
験
へ
の
参
加
は
、

た
め
の
手
順
書
の
整
備
か
ら

治
験
の
申
請
手
続
き
、審
査
の

た
め
の
準
備
、契
約
関
連
業
務
、

開
始
か
ら
終
了
に
至
る
書
類
の

処
理
・
管
理
・
保
管
等
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
の
治
験
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
は
、治
験
に
ご
参
加

い
た
だ
く
患
者
さ
ん
の
意
思
の

尊
重
と
安
全
の
確
保
、病
院
内

の
連
携
の
促
進
、信
頼
性
の

あ
る
治
験
の
実
施
を
心
が
け
、

薬
剤
師
１
名（
併
任
）と
看
護

師
１
名（
専
任
）が
業
務
を
行
っ

て
い
ま
す
。薬
剤
師
は
治
験
依

頼
者
か
ら
治
験
薬
を
受
領
し
、

治
験
終
了
後
返
却
す
る
ま
で

G
C
P
及
び
治
験
薬
管
理
手

順
書
に
基
づ
い
て
、治
験
薬
の

調
剤
及
び
保
管
、管
理
業
務
を

行
い
ま
す
。看
護
師
は
、被
験
者

の
ケ
ア
、ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
や

同
意
説
明
の
補
助
業
務
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

治
験
は
医
学
の
進
歩
の
た
め

に
必
要
な
仕
事
で
す
。そ
し
て

先
進
的
な
医
療
を
受
け
ら
れ
る

機
会
で
も
あ
り
ま
す
。
患
者

さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
治
験

に
携
わ
る
病
院
職
員
に
と
っ
て

も
や
っ
て
よ
か
っ
た
と
満
足
で
き

る
治
験
を
目
指
し
て
活
動
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

藤田　秀樹
ふじた ひでき

薬剤部長
治験コーディネーター

参
加
す
る
方
の
自
由
意
思
に

基
づ
い
て
行
わ
れ
、参
加
さ
れ
る

方
の
人
権
と
安
全
性
が
最
大
限

に
守
ら
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。そ
の
た
め
、治
験
は
厚
生

労
働
省
が
定
め
た
基
準（
医
薬

品
の
臨
床
試
験
の
実
施
の
基
準

（G
C
P

：G
ood 

C
linical 

P
ractice

）に
従
っ
て
行
わ
れ

ま
す
。こ
の
基
準
に
従
っ
て
、治
験

審
査
委
員
会
で
治
験
の
計
画
内

容
が
倫
理
的・科
学
的
に
適
正
か

ど
う
か
、参
加
さ
れ
る
方
の
人
権

や
安
全
性
に
問
題
が
な
い
か
ど

う
か
を
審
査
し
、実
施
の
承
認

を
受
け
て
か
ら
各
医
療
機
関
に

お
い
て
治
験
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

現
在
当
セ
ン
タ
ー
で
は
２
件
の

治
験
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

治
験
管
理
室
は
、院
内
の
関

連
部
門
と
協
力
し
な
が
ら

G
C
P
に
沿
っ
た
倫
理
性
・

科
学
性
・
信
頼
性
の
あ
る
治
験

の
実
施
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

治
験
管
理
室
は
事
務
局
と
治
験

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー（C

R
C

：

C
lin
ic
a
l R

e
s
e
a
r
c
h 

C
oordinator

）に
分
か
れ
て

業
務
を
行
い
、事
務
局
は
治
験

事
務
局
と
し
て
、治
験
を
行
う

メッセージの後に
（2561・2377）
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関
門
医
療
セ
ン
タ
ー
外
科
が

得
意
と
す
る
内
視
鏡
手
術
に
つ
い
て

吉野　茂文
よしの しげふみ

外科医長

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、胃

カ
メ
ラ
に
よ
る
治
療
で

は
切
除
し
き
れ
な
い

（
リ
ン
パ
節
も
切
除
す

る
必
要
が
あ
る
）早
期

胃
が
ん
を
対
象
と
し

て
、腹
腔
鏡
下
胃
切
除

を
以
前
か
ら
積
極
的
に

行
っ
て
い
ま
す
。
早
期

胃
が
ん
は
、根
治
切
除

が
で
き
れ
ば
、治
る
可
能
性
が
非

常
に
高
い
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま

す
の
で
、同
じ
よ
う
に
治
す
こ
と

が
期
待
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、

開
腹
に
比
べ
て
腹
腔
鏡
下
手
術

の
メ
リ
ッ
ト
は
と
て
も
大
き
い
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

実
際
の
腹
腔
鏡
下
胃
切
除
は
、

開
腹
手
術
と
同
じ
全
身
麻
酔
で

行
い
ま
す
。
手
術
用
の
高
性
能

カ
メ
ラ
を
お
へ
そ
か
ら
挿
入
し
、

腹
腔
内
に
炭
酸
ガ
ス
を
入
れ
て

膨
ら
ま
せ
ま
す
。上
腹
部
の
左
右

に
合
計
4
〜
5
か
所
、5
〜
10
ミ
リ

程
度
の
小
さ
な
穴
を
あ
け
て
、

手
術
操
作
に
用
い
る
細
い
器
具
を

挿
入
し
ま
す
。切
除
し
た
胃
は
、

お
へ
そ
の
小
さ
な
傷
か
ら
取
り

出
し
、新
た
な
食
事
の
通
り
道
を

作
り
直
す
操
作（
残
っ
た
胃
や

食
道
と
小
腸
を
つ
な
ぐ
）も
腹
腔

鏡
で
行
い
ま
す
。

　

食
道
が
ん
の
標
準
的
な
手
術

方
法
は
頸
部
、胸
部
、腹
部
を
切

開
し
食
道
を
切
除
す
る
開
胸
・
開

腹
手
術
と
な
り
体
へ
の
負
担
が
と

て
も
大
き
い
治
療
と
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
侵
襲
を
軽
減
す
る
内
視

鏡
外
科
手
術（
胸
腔
鏡
下
・
腹
腔

鏡
下
手
術
）が
近
年
食
道
切
除

術
に
も
用
い
ら
れ
て
お
り
、保
険

収
載
も
さ
れ
そ
の
比
率
は
年
々

上
昇
し
て
い
ま
す
。当
セ
ン
タ
ー

で
は
胸
腔
鏡
下
手
術
を
進
行
が

ん
も
含
め
て
適
応
と
し
て
お
り
、

近
年
で
は
胸
部
食
道
が
ん
手
術

の
ほ
ぼ
全
例
を
胸
腔
鏡
で
行
っ
て

い
ま
す
。

　

胸
腔
鏡
の
手
術
は
難
易
度
が
高

い
た
め
、経
験
や
知
識
が
豊
富
な

専
門
施
設
で
行
わ
れ
る
べ
き
治
療

法
に
な
り
ま
す
。当
セ
ン
タ
ー
は
日

本
食
道
学
会
か
ら
認
定
を
受
け

た
食
道
外
科
専
門
医
準
認
定
施

設
で
あ
り
、食
道
外
科
専
門
医
が

3
名
在
籍
し
診
療
に
あ
た
っ
て
い

ま
す
。
食
道
が
ん
は
進
行
し
や

す
い
病
気
で
難
易
度
の
高
い
手
術

が
必
要
な
た
め
、食
道
が
ん
の
疑
い

が
あ
っ
た
ら
す
ぐ
に
専
門
病
院
への

受
診
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

大
腸
が
ん
の
腹
腔
鏡
手
術
は
、が

ん
の
部
位
や
進
行
度
、ま
た
肥
満
や

開
腹
歴
を
考
慮
し
て
決
定
し
ま
す

が
、術
者
の
経
験
や
技
術
も
考
慮

し
て
決
定
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。当
セ
ン
タ
ー
に
は
腹
腔
鏡
下
手

術
に
経
験
豊
富
な
ス
タ
ッ
フ
が
大
勢

お
り
、患
者
さ
ん
に
や
さ
し
い
腹
腔

鏡
手
術
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
て

い
ま
す
。日
本
内
視
鏡
外
科
学
会

の
2
0
1
7
年
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
れ

ば
、参
加
施
設
全
体
の
大
腸
が
ん
腹

腔
鏡
手
術
割
合
は
72
%
で
し
た

が
、当
院
で
は
毎
年
80
〜
100
例
行
っ

て
い
る
大
腸
が
ん
の
手
術
の
う
ち
腹

腔
鏡
の
割
合
は
2
0
1
3
〜
1
7

年
が
80
%
、2
0
1
8
〜
2
0
年

が
85
%
で
し
た
。

　

ま
た
、直
腸
が
ん
の
手
術
後
は
局

所
再
発
と
排
便
、排
尿
、性
機
能
障

害
が
問
題
と
な
り
ま
す
が
、当
セ
ン

タ
ー
で
は
、根
治
性
の
向
上
と
術
後

機
能
障
害
の
軽
減
目
的
に
、世
界

標
準
治
療
で
あ
る
化
学
放
射
線
療

法
後
の
手
術
を
基
本
方
針
と
し
て

い
ま
す
。さ
ら
に
は
下
部
直
腸
が
ん

に
対
し
て
、適
応
を
見
極
め
つ
つ

内
肛
門
括
約
筋
切
除
な
ど
の
肛
門

温
存
手
術
も
施
行
し
て
い
ま
す
。

　

肝
臓
・
膵
臓
領
域
の
外
科
手
術

は
出
血
の
危
険
性
が
高
く
、手
技

が
複
雑
な
為
、通
常
、大
開
腹
を

必
要
と
し
ま
す
。そ
の
た
め
、こ
の

領
域
の
手
術
は
ど
の
施
設
で
も

腹
腔
鏡
手
術
が
行
え
る
わ
け
で
は

な
く
、「
施
設
認
定
」を
取
得
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。「
施
設
認
定
」

は
、高
度
な
医
療
技
術
や
経
験
を

必
要
と
す
る
治
療
に
対
す
る
安
全

性
を
確
保
す
る
た
め
の
も
の
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
手
術
に
対
し
て
、

一
定
条
件（
医
師
の
経
験
や
施
設

の
年
間
実
施
件
数
な
ど
）を
満
た

し
て
い
る
施
設
に
与
え
ら
れ
ま
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
年
間
に
肝
切
除

を
約
20
例
、膵
切
除
を
約
10
例
行
っ

て
お
り
、腹
腔
鏡
下
の
肝
切
除

（
部
分
切
除
・
外
側
区
域
切
除
）、

膵
切
除（
膵
体
尾
部
切
除
）の
施
設

認
定
を
取
得
し
て
い
ま
す
。ま
た

肝
臓
の
手
術
の
前
に
は
画
像
解
析

ソ
フ
ト
に
よ
る
手
術
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
ま
す
。術
前
の

C
T
画
像
情
報
を
も
と
に
肝
臓
の

血
管
を
描
出
し
3
次
元
画
像
を

作
成
し
ま
す
。手
術
前
に
肝
臓
の

立
体
構
造
を
把
握
し
、手
術
の

安
全
性
を
評
価
す
る
の
に
役
立
ち

ま
す
。

　

専
門
性
の
高
い
手
術
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、腹
腔
鏡
下
胆
嚢
摘
出

術
も
時
に
高
度
な
技
術
を

要
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
で
は
胆
嚢
摘
出

術
は
、ほ
ぼ
全
例
腹
腔
鏡
下
で

行
っ
て
お
り
、年
間
約
70
例

の
腹
腔
鏡
下
胆
嚢
摘
出
術

を
施
行
し
て
い
ま
す
。

　この度、宇部市にある医療法人 太白会 シーサイド病院 理事長 延谷壽夫様より、医療用ガウン
3,520枚をご寄附いただきました。同じ地域医療に携わる医療機関からの申し出に、職員一同深く
感謝しております。新型コロナウイルス感染拡大防止のために有効に活用させていただきます。

寄 贈 の 御 礼

胸腔鏡手術の小さな傷
（右側の胸に数か所の傷）

右開胸による食道手術の
大きな傷

腹腔鏡下胃切除術の
小さな傷

開腹胃切除術の
大きな傷

腹腔鏡下胃切除術の手術風景

腹腔鏡下大腸切除術の手術風景

画像解析ソフトによる肝臓の3次元画像（青とピンクが血管で、赤が肝臓がん）

腹腔鏡下大腸切除術の小さな傷
（おへそにあるのは傷を保護する
綿球）

　

当
セ
ン
タ
ー
の
外
科
が
得
意
と
し
て
い
る
内
視
鏡
手

術
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。当
セ
ン
タ
ー
で
は
、食
道
、胃
、

大
腸
、肝
臓・胆
道・膵
臓
の
ほ
ぼ
全
て
の
消
化
器
の
手
術

で
内
視
鏡
手
術
を
行
っ
て
い
ま
す
。胸
腔
鏡
や
腹
腔
鏡

を
使
っ
た
内
視
鏡
手
術
は
、従
来
の
開
胸・開
腹
手
術
と
比
べ
て
傷
が
小
さ
く
、術
後
の
痛
み

も
少
な
く
、患
者
さ
ん
へ
の
負
担
が
非
常
に
軽
い
手
術
に
な
り
ま
す
。ま
た
高
性
能
カ
メ
ラ

か
ら
の
拡
大
し
た
鮮
明
な
画
像
を
見
な
が
ら
手
術
を
行
う
た
め
、従
来
の
手
術
で
は
見
え

に
く
か
っ
た
細
か
い
血
管
や
神
経
ま
で
見
え
て
繊
細
な
手
術
操
作
が
可
能
で
す
。

肝
臓
・
胆
道
・
膵
臓
の
内
視
鏡
手
術

胃
の
内
視
鏡
手
術

大
腸
の
内
視
鏡
手
術

　

従
来
の
開
腹
手
術
で
は
、20
㎝

程
度
お
な
か
を
開
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
の
で
、患
者
さ
ん
の

負
担
は
ず
い
ぶ
ん
と
軽
減
さ
れ
ま

し
た
。当
セ
ン
タ
ー
に
は
腹
腔
鏡

下
手
術
に
習
熟
し
た
ス
タ
ッ
フ
が

揃
っ
て
い
ま
す
の
で
、近
年
で
は
よ

り
進
行
し
た
胃
が
ん
に
対
し
て

も
、症
例
に
応
じ
て
腹
腔
鏡
下
手

術
を
行
って
い
ま
す
。

食
道
の
内
視
鏡
手
術

通常、肝臓・膵臓領域の手術は写真の
ように大開腹を必要としますが、腹腔
鏡では胃や大腸と同じような小さな傷
で出来ます。




